
　　

年次総会２０２３
＠国際文化会館

2023.4.13（ 木 ）
1 7 : 3 0 ～ 1 9 : 0 0 
招 待 制（ 後 日 ア ー カ イ ブ 動 画 配 信 あ り ）

公 益 財 団 法 人 国 際 文 化 会 館  
岩 崎 小 彌 太 記 念 ホ ー ル
東 京 都 港 区 六 本 木 5-11-16
https://www.i-house.or.jp/

基調講演：
『サイバー文明と東洋的価値観の復権』

慶應義塾大学総合政策学部 教授・国際大学 GLOCOM 上席客員研究員

参加お申込み方法の詳細は裏面をご覧ください

情 報 通 信 分 野 に お け る 政 策 課 題 の 共 有・ 議 論 と 未 来 を 展 望 す る 会 議

國領 二郎氏

アクセス / 地図はこちら→

活動報告② 提言書
「デジタル社会を駆動する『個人データ保護法制』に向けて」

高木 浩光 氏（国立研究開発法人産業技術総合研究所 

Q&A / ディスカッション　
モデレーター :
前川 徹（国際大学 GLOCOM 主幹研究員・GLOCOM 六本木会議 企画委員）

活動報告①  
  「2022 年度 GLOCOM 六本木会議の活動」  
小林 奈穂（GLOCOM 六本木会議 事務局 ・国際大学 GLOCOM 主幹研究員）

サイバーフィジカルセキュリティー研究センター 主任研究員
/ 一般財団法人情報法制研究所 副理事長）



基調講演
『サイバー文明と東洋的価値観の復権』

現在西側諸国を支えている民主主義、市場メカニズム、法

体系などは、産業革命以来の工業文明を機能させるために

発達してきた。ところが今、デジタル技術がそれらの世界

の成り立ちを大きく変えつつある。デジタル化は単なる新

しい技術の導入にはとどまらず、人間の哲学や倫理観まで

変える大きなうねりとなるだろう。変化をもたらしている

のはデジタル技術がもつ（1）ネットワーク外部性、（２）

低マージナルコスト、（3）高トレーサビリティ、（4）複

雑系などの特性だ。これらがいずれも個人主義と財産権を

ベースとした経済構築の必然性を弱めている。新しく登場

しつつあるのが、資源を持ち寄りながら他者にアクセス権

を供与しあう経済で、シェアリング、サブスク、ダイナミッ

クプライシングなど様々な形態で既に表面化している。そ

して新しいサイバー文明に相応しいガバナンスの倫理は近

代の個人主義ではなくアジア的な利他主義になるだろう。

國領 二郎（こくりょう・じろう）

慶應義塾大学総合政策学部 教授
国際大学 GLOCOM 上席客員研究員

プログラム - 年次総会 2023

17:00 受付開始　

	◇ 本イベントは国際際文化会館（リアル会場のみ）での開
催といたします。また、会場スペースの都合により招待
制とさせていただきます。

	◇ 招待メールをお受け取りでないかた、またオンライン視
聴をご希望の方は、後日公開するアーカイブ動画をご視
聴くださいますようお願い申し上げます。

参加方法・お申込みについて

本イベントは、招待制とさせていただきます。

ご招待者の皆様には、参加コードを Eメールにてご案内いたします。

１）GLOCOM六本木会議	関係者　２）国際大学GLOCOM研究員

GLOCOM六本木会議	事務局
（国際大学グローバル・コミュニケーション・センター内）
〒 106-0032	東京都港区六本木 6-15-21	ハークス六本木ビル 2階

app@glocom.ac.jp
03-5411-6675（担当：小島）

メールで

お問い合わせ：

お電話で

1982 年東京大学経済学部卒、日本電信電話公社入社。
1992 年ハーバード・ビジネススクール経営学博士。1993
年慶應義塾大学大学院経営管理研究科助教授、2000 年同
教授。同大学環境情報学部教授などを経て、2008 年より
現職。2009 年総合政策学部長、2005 ～ 2009 年 SFC 研究
所長、2013 ～ 2021 年慶應義塾常任理事を務める。主な
著書に『オープン・ネットワーク経営』（日本経済新聞出
版、1995 年）『オープン・アーキテクチャ戦略』（ダイヤ
モンド社、1999 年）『オープン・ソリューション社会の構
想』（日本経済新聞出版、2004 年）『ソーシャルな資本主義』

（日本経済新聞出版、2013 年）『サイバー文明論』（日本経
済新聞出版、2022 年）、櫻井美穂子・國領二郎共著『ソシ
オテクニカル経営～人に優しい DX を目指して』（日経 BP 
日本経済新聞出版、2022 年）など。

https://roppongi-kaigi.org/event/2784
参加お申し込みはこちら↓

17:40   活動報告②	提言書「デジタル社会を駆動する『個人データ保護法制』に向けて」
	 - 高木	浩光	氏（国立研究開発法人産業技術総合研究所	サイバーフィジカルセキュリティー研究センター	主任研究員 /	

18:00 【基調講演】『サイバー文明と東洋的価値観の復権』
	 -國領 二郎氏（慶應義塾大学総合政策学部 教授・国際大学 GLOCOM 上席客員研究員）

18:40 Q&A	/	ディスカッション　
	 - モデレーター : 前川	徹（国際大学GLOCOM	主幹研究員・GLOCOM六本木会議	企画委員）

19:00 閉会　*閉会後、館内会場にて立食形式の懇親会を予定しております。ぜひあわせてご参加ください。

17:30 開会	・	活動報告①				「2022 年度 GLOCOM六本木会議の活動」		
	 - 小林	奈穂（GLOCOM六本木会議	事務局	・国際大学GLOCOM主幹研究員）

一般財団法人情報法制研究所	副理事長）


